
大
き
く
変
わ
り
つ
つ
あ
る
今
、

共
に
支
え
ん

同
窓
会
会
長

町

田

修

本
年
四
月
二
十
六
日
（
土
）
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
聖
火

が
長
野
市
内
を
巡
回
。
皆
の
笑
顔
で
迎
え
た
十
年
前
の
長
野

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
聖
火
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
感
じ
、
複
雑
な
思

い
を
抱
い
た
の
は
私
だ
け
だ
ろ
う
か
。
聖
火
リ
レ
ー
出
発
予

定
地
の
善
光
寺
も
直
前
に
変
更
。
当
日
の
長
野
駅
周
辺
は
、

ま
さ
に
中
国
の
国
旗
で
真
っ
赤
で
し
た
。
善
光
寺
の
近
く
で

学
ん
だ
私
達
に
と
っ
て
、
妙
に
強
烈
な
印
象
を
受
け
ま
し
た
。

今
年
は
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
サ
イ
ク
ロ
ン
被
害
や
中
国
四
川

大
地
震
、
岩
手
・
宮
城
内
陸
地
震
そ
し
て
通
り
魔
殺
人
等
、

国
内
外
と
も
心
が
痛
む
こ
と
ば
か
り
で
す
。
と
は
言
え
私
達

は
、
ジ
レ
ン
マ
を
感
じ
つ
つ
も
、
次
世
代
を
拓
く
子
供
達
の

育
成
に
喜
び
を
感
じ
て
精
一
杯
の
営
み
を
し
て
い
ま
す
。

乗
り
越
え
て
い
く
べ
き
諸
課
題
で
舵
取
り
の
難
し
い
中
、

玉
川
隆
雄
前
会
長
の
後
を
受
け
、
第
十
一
期
会
長
に
推
挙
さ

れ
ま
し
た
。
も
と
よ
り
非
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
会
員
の

皆
様
の
お
力
添
え
を
得
て
精
一
杯
努
め
ま
す
。
な
に
と
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
今
、
規
制
緩
和
や
地
方
分
権
と
急
激
な
改
革
が
進
行
中

で
す
。
教
育
基
本
法
も
改
正
さ
れ
、
教
育
振
興
基
本
計
画
の

策
定
等
、
様
々
な
角
度
か
ら
教
育
改
革
も
進
ん
で
い
ま
す
。

新
学
習
指
導
要
領
も
告
示
さ
れ
ま
し
た
。

教
育
職
員
免
許
法
の
成
立
に
よ
り
「
教
員
免
許
更
新
制
」

実
施
に
向
け
た
試
行
に
も
入
り
ま
し
た
。
二
年
間
で
三
〇
時

間
の
更
新
講
習
で
す
。
ど
の
よ
う
な
形
で
本
実
施
に
つ
な
が

っ
て
い
く
か
、
そ
の
推
移
を
見
守
る
と
共
に
今
後
ど
の
よ
う

な
対
応
が
必
要
か
探
り
な
が
ら
の
取
り
組
み
に
な
り
ま
す
。

尚
、
信
州
大
学
教
育
学
部
卒
業
生
は
約
一
万
人
。
全
員
が

会
員
で
す
。
終
身
会
費
未
納
会
員
に
は
、
地
区
理
事
に
ご
苦

労
い
た
だ
き
「
会
費
納
入
の
お
願
い
」
の
通
知
を
差
し
上
げ

て
い
ま
す
。
大
学
の
あ
り
方
や
存
続
も
予
断
を
許
さ
な
い
現

在
の
社
会
情
勢
に
お
い
て
、
教
育
の
不
易
た
る
思
い
を
貫
く

た
め
に
も
、
同
窓
会
と
し
て
い
か
に
学
部
を
支
え
て
い
く

か
、
共
に
同
窓
会
発
展
へ
向
け
て
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上

げ
、
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

第
十
一
期
同
窓
会
役
員
名
簿

（
平
成
十
九
年

〜
平
成
二
十
一
年

月
）

名
誉
会
長

岩
永
恭
雄

顧

問

倉
田

稔

新
井
好
仁

清
水

正

矢
嶋
直
徳

佐
野
昌
男

中
田
育
成

中
田
宣
彦

三
寺
勝
美

玉
川
隆
雄

会

長

町
田

修

副

会

長

深
沢
弘
二

片
山
安
廣

西
脇
育
子

監

事

清
水
厚
美

竹
松
徳
門

本
部
理
事

吉
原
鉄
男

糟
谷
房
枝

赤
羽
貞
幸

中
村
浩
志

上
條

厚

齊
藤
忠
彦

酒
井
英
樹

安
達
仁
美

地
区
理
事

下
伊
那

清
水
貫
司

上
伊
那

気
賀
沢
厚
典

諏
訪

大
場
菊
枝

木
曽

池
口

隆

北
安
曇

北
澤
佳
伸

安
曇
野

青
柳
温
男

松
本

宮
林
茂
昭

佐
久

佐
藤

明

上
小

関

一
徳

更
埴

内
山
文
人

上
水
内

小
柳
義
男

須
坂
上
高
井

久
保
田
博

中
野
下
高
井

中
島

敏

飯
山
下
水
内

小
林
和
人

塩
筑

古
厩

一

長
野

竹
内
正
俊

小
池
美
知
夫

高
校

春
日
一
俊

県
外

功
刀
道
子

井
出
良
子

幹

事

田
中
清
典

寺
島
正
友

久
保
田
之
義

綿
内
良
子

別
府

桂

宮
澤
昌
道

岩
田

靖

事

務

局

杵
渕
恭
宏

伴
真
理
子
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平
成
十
九
年
度
の
通
常
総
会
は
、
定
例
の

月
十
一
日

（
土
）、
長
野
市
岡
田
町
の
「
ホ
テ
ル
信
濃
路
」
に
お
い
て
、

四
十
四
名
の
出
席
者
を
得
て
開
催
さ
れ
た
。

田
中
清
典
幹
事
の
進
行
の
も
と
、
糟
谷
房
枝
副
会
長
の
開

会
宣
言
、
玉
川
隆
雄
会
長
の
開
会
挨
拶
の
後
、
議
長
団
に
寺

島
正
友
・
水
内
エ
ツ
子
、
議
事
録
署
名
人
に
春
日
一
俊
・
小

原
貞
幸
の
各
氏
を
選
任
、
書
記
に
岩
田
靖
・
酒
井
英
樹
の
各

氏
を
任
命
し
て
議
事
に
入
り
、
次
の
三
議
案
が
審
議
さ
れ

た
。

〇
第
一
号
議
案

平
成
十

年
度
事
業
報
告
、
歳
入
・
歳
出
決
算
報
告
及
び

財
産
目
録
の
承
認
に
つ
い
て

総
会
資
料
に
基
づ
き
杵
渕
恭
宏
事
務
局
長
よ
り
平
成
十

年
度
事
業
に
つ
い
て
、
吉
池
い
わ
子
幹
事
よ
り
平
成
十

年

度
歳
入
・
歳
出
決
算
報
告
及
び
財
産
目
録
に
つ
い
て
説
明
が

な
さ
れ
、
ま
た
、
清
水
厚
実
・
竹
松
徳
門
監
事
よ
り
適
正
に

処
理
さ
れ
て
い
る
と
の
会
計
監
査
の
結
果
が
報
告
さ
れ
、
全

員
一
致
で
承
認
さ
れ
た
。

〇
第
二
号
議
案

平
成
十
九
年
度
事
業
計
画
（
案
）
及
び
歳
入
・
歳
出
予
算

（
案
）
の
承
認
に
つ
い
て

総
会
資
料
に
基
づ
き
杵
渕
恭
宏
事
務
局
長
よ
り
平
成
十
九

年
度
事
業
計
画
（
案
）
に
つ
い
て
、
吉
池
い
わ
子
幹
事
よ
り

平
成
十
九
年
度
歳
入
・
歳
出
予
算
（
案
）
に
つ
い
て
の
説
明

が
あ
り
、
原
案
ど
お
り
全
員
一
致
で
こ
れ
を
承
認
し
た
。

〔
平
成
十
九
年
度
事
業
大
綱
〕

一
、
同
窓
会
報
〔
第
二
十
一
号
〕
発
行
、
会
員
・
入
会
者
へ

の
発
送

二
、
研
究
助
成

教
育
学
部
留
学
生
後
援
会
基
金
へ
拠
出
、

教
育
研
究
に
対
す
る
補
助
、
学
生
課
外
活
動
へ
の
補
助

三
、
学
部
支
援

教
育
学
部
・
大
学
院
充
実
に
む
け
て
の
援

助
四
、
組
織
充
実

支
部
組
織
の
強
化
、
他

五
、
長
期
構
想

「
信
州
大
学
同
窓
会
連
合
会
」
の
推
進
、

総
会
の
あ
り
方
・
基
本
財
産
の
運
用
、
個
人
情
報
の
保
護

の
取
り
扱
い

〇
第
三
号
議
案

第
十
一
期
役
員
の
改
選
に
つ
い
て

玉
川
会
長
よ
り
会
長
選
挙
に
つ
い
て
諮
ら
れ
、
町
田
修
副

会
長
が
会
長
に
選
出
さ
れ
た
。
玉
川
会
長
よ
り
、
深
沢
弘

二
・
片
山
安
廣
・
西
脇
育
子
会
員
を
副
会
長
に
推
薦
さ
れ
、

全
員
一
致
で
こ
れ
を
承
認
し
た
。
町
田
新
会
長
よ
り
、
配
布

資
料
に
よ
っ
て
、
監
事
・
理
事
・
幹
事
が
推
薦
さ
れ
、
全
員

一
致
で
こ
れ
を
承
認
し
た
。
町
田
新
会
長
よ
り
、
岩
永
恭
雄

教
育
学
部
長
の
名
誉
会
長
へ
の
推
戴
、
玉
川
隆
雄
前
会
長
の

顧
問
就
任
の
披
露
が
あ
っ
た
。

議
事
終
了
後
、
臨
席
の
北
條
舒
正
氏
（
千
曲
会
理
事

長
）
・
岩
永
恭
雄
氏
（
教
育
学
部
長
）
よ
り
祝
辞
を
い
た
だ

き
、
糟
谷
房
枝
副
会
長
の
閉
会
宣
言
で
総
会
を
終
了
し
た
。

第
二
十
回

同

窓

会

通

常

総

会

報

告
記念講演会 原昌義氏

第20回同窓会通常総会 会長挨拶

平成18年度信州大学教育学部同窓会一般会計歳入歳出決算書
自 平成18年４月１日

至 平成19年３月31日

歳入合計額 5,996,984円也

歳出合計額 5,155,788円也

差 引 残 額 841,196円也 翌年度へ繰越

歳入の部

項 目 予 算 額 決 算 額 増・△減 備 考

１ 前年度繰越金 670,873 670,873 0

２ 会 費 5,920,000 5,300,000 △620,000 265名入金

３ 雑 収 入 20,000 26,111 6,111 利子・御祝儀

歳 入 合 計 6,610,873 5,996,984 △613,889

歳出の部

項 目 予 算 額 決 算 額 増・△減 備 考

１ 会 議 費 580,000 345,197 △234,803 総会・役員会等

２ 事 業 費 1,090,000 1,036,476 △53,524 会報・学部後援等

３ 事 務 費 2,023,000 1,791,875 △231,125 会報発送・印刷等

４ 事務委託費 1,806,000 1,806,000 0 雇用費等

５ 雑 費 200,000 176,240 △23,760 連合会会費･謝恩会御祝儀等

６ 予 備 費 911,873 0 △911,873

歳 出 合 計 6,610,873 5,155,788 △1,455,085
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ご

挨

拶

教
育
学
部
長

岩

永

恭

雄

同
窓
会
お
よ
び
同
窓
会
員
の
皆
様

に
は
、
日
頃
か
ら
信
州
大
学
教
育
学

部
の
運
営
と
学
生
の
勉
学
に
対
し

て
、
深
い
ご
理
解
と
暖
か
い
ご
支
援

を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ
と
を
深

く
感
謝
い
た
し
ま
す
。

昨
年
度
、
教
育
学
部
が
申
請
し
て
採
択
さ
れ
た
三
つ
の
Ｇ

Ｐ
は
担
当
す
る
教
員
の
努
力
に
よ
っ
て
、
順
調
に
遂
行
さ
れ

て
い
ま
す
。「
問
題
志
向
の
コ
ー
ス
ワ
ー
ク
再
設
計
と
夜
間

開
講
」（
教
員
養
成
Ｇ
Ｐ
）
で
は
、
多
く
の
受
講
希
望
者
が

あ
っ
て
、
四
月
十

日
に
は
開
講
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

「
発
達
障
害
の
あ
る
大
学
生
へ
の
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
構
築
」

（
学
生
支
援
Ｇ
Ｐ
）
で
は
、
専
門
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
、

改
装
し
た
泉
会
館
二
階
の
学
習
室
に
常
駐
し
、「
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
講
座
」
を
開
設
し
て
、
活
動
を

開
始
し
ま
し
た
。「
授
業
研
究
ア
リ
ー
ナ
で
共
創
す
る
臨
床

の
知
」（
大
学
院
Ｇ
Ｐ
）
も
、
附
属
学
校
園
の
研
修
教
員
を

対
象
と
し
て
、
本
格
的
な
研
究
が
始
ま
ろ
う
と
し
て
い
ま

す
。
本
年
度
は
こ
れ
ら
の
成
果
が
大
い
に
期
待
さ
れ
る
と
こ

ろ
で
す
。

こ
の
よ
う
に
、
学
部
教
員
へ
の
業
務
負
担
は
以
前
に
比
べ

て
格
段
に
増
加
し
て
お
り
、
大
学
教
員
の
本
来
の
仕
事
で
あ

る
研
究
面
へ
の
悪
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。
そ
こ

で
、
教
員
の
研
究
意
欲
を
高
め
る
た
め
の
施
策
も
取
り
入
れ

る
必
要
が
あ
り
、
そ
の
た
め
の
適
切
な
予
算
措
置
を
講
じ

て
、
研
究
の
レ
ベ
ル
を
何
と
か
維
持
し
た
い
と
考
え
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

優
秀
な
学
生
の
入
学
を
確
保
す
る
た
め
に
は
出
口
保
証
と

い
う
、
卒
業
後
の
就
職
問
題
に
対
す
る
適
切
な
施
策
が
必
要

で
す
。
昨
年
度
か
ら
、
長
野
県
に
お
け
る
教
員
採
用
の
状
況

は
た
い
へ
ん
厳
し
く
、
将
来
的
に
も
採
用
数
の
増
加
は
望
め

な
い
と
い
う
予
測
で
す
。
こ
れ
に
対
処
す
る
に
は
、
臨
時
採

用
に
応
じ
る
の
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
比

的
教
員
採
用
数

の
多
い
他
の
都
道
府
県
へ
の
教
員
採
用
も
積
極
的
に
視
野
に

入
れ
て
、
学
生
へ
の
就
職
指
導
を
行
わ
な
く
て
は
な
り
ま
せ

ん
。
こ
れ
ま
で
に
も
実
施
し
て
い
た
模
擬
面
接
に
加
え
て
、

教
員
採
用
試
験
に
対
処
す
る
た
め
の
模
擬
試
験
を
三
月
末
に

試
行
的
に
実
施
し
ま
し
た
が
、
学
生
の
就
職
へ
の
自
覚
を
促

す
た
め
に
、
今
年
度
も
三
年
次
生
を
対
象
に
複
数
回
実
施
す

る
予
定
に
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
は
教
員
を
志
望
す
る
学
生
へ
の
支
援
で
す
が
、
昨

今
の
傾
向
と
し
て
、
教
員
を
志
望
し
て
教
育
学
部
に
入
学
し

た
も
の
の
、
自
分
は
教
員
に
向
い
て
い
な
い
と
感
じ
て
、
悩

み
を
抱
え
る
学
生
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
学
生
に
対
し
て
は
、
無
理
に
教
員
に
な
る
こ
と
を

勧
め
る
の
で
は
な
く
、
本
人
に
適
合
し
た
職
業
を
考
え
て
あ

げ
る
こ
と
も
就
職
指
導
で
は
必
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。
教
育

学
部
で
受
け
た
教
育
を
行
か
せ
る
職
業
は
教
員
以
外
に
も
多

く
あ
り
、
こ
れ
ま
で
も
新
課
程
で
あ
る
教
育
カ
ウ
ン
セ
リ
ン

グ
課
程
の
卒
業
生
は
そ
の
よ
う
な
就
職
先
を
獲
得
し
て
き
ま

し
た
。

昨
年
度
は
、
教
育
学
部
に
と
っ
て
の
明
る
い
出
来
事
も
あ

り
ま
し
た
。
四
人
の
教
育
学
部
生
が
課
外
活
動
等
で
学
長
賞

を
受
賞
し
た
ほ
か
、
昨
年
度
か
ら
大
学
院
生
の
優
秀
な
修
士

論
文
を
表
彰
す
る
研
究
科
長
賞
が
設
け
ら
れ
、
謝
恩
会
の
折

に
表
彰
式
を
行
い
ま
し
た
。
学
部
教
員
に
も
、
昨
年
度
か
ら

今
年
度
に
か
け
て
、
研
究
活
動
に
対
す
る
受
賞
が
あ
り
、
三

つ
の
Ｇ
Ｐ
（
外
部
資
金
の
獲
得
）
と
併
せ
て
、
信
州
大
学
に

お
け
る
教
育
学
部
の
存
在
感
も
示
せ
て
い
る
と
自
賛
し
て
い

ま
す
。

全
国
の
教
員
養
成
学
部
で
は
、
政
府
の
教
育
政
策
に
対
応

す
る
体
制
づ
く
り
と
、
研
究
・
教
育
の
た
め
の
予
算
獲
得
に

奔
走
し
て
お
り
、
教
員
に
か
か
る
負
担
が
こ
れ
ま
で
以
上
に

増
加
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
教
員
養
成
と
い
う
重
要
な
役

割
を
果
た
す
た
め
に
奮
闘
し
て
い
ま
す
の
で
、
こ
れ
か
ら
も

同
窓
会
お
よ
び
同
窓
会
員
の
皆
様
の
ご
支
援
を
お
願
い
す
る

も
の
で
す
。

学
部
の
新
転
任
・
転
退
職
教
員
の
紹
介

【
平
成
十
九
年
度
〜
平
成
二
〇
年
度
新
転
任
教
員
】

廣
内
大
助
先
生
（
社
会
科
学
教
育
講
座
）

愛
知
工
業
大
学
研
究
員
よ
り
新
任

村
松
浩
幸
先
生
（
生
活
科
学
教
育
講
座
）

三
重
大
学
よ
り
転
任

島
田
英
昭
先
生
（
教
育
科
学
講
座
）

日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
よ
り
新
任

安
達
仁
美
先
生
（
教
育
科
学
講
座
）

新
任

島
田

希
先
生
（
大
学
院
教
育
改
革
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
）

新
任

【
平
成
十
九
年
度
転
退
職
教
員
】

村
瀬
公
胤
先
生
（
教
育
科
学
講
座
）

平
成
十
六
年
四
月
一
日
着
任
、
退
職

小
松
伸
一
先
生
（
教
育
科
学
講
座
）

平
成
六
年
四
月
一
日
着
任
、
退
職
（
死
亡
）

粟
津
原
宏
子
先
生
（
生
活
科
学
教
育
講
座
）

昭
和
四
一
年
四
月
一
日
着
任
、
定
年
退
職

岩
井
邦
中
先
生
（
理
数
科
学
教
育
講
座
）

昭
和
四
四
年
十
月
一
日
着
任
、
定
年
退
職

関

信
一
先
生
（
芸
術
教
育
講
座
）

昭
和
五
五
年
十
月
一
日
着
任
、
定
年
退
職

干
川
圭
吾
先
生
（
生
活
科
学
教
育
講
座
）

平
成
四
年
六
月
一
日
着
任
、
定
年
退
職

大
竹
芳
夫
先
生
（
言
語
教
育
講
座
）

平
成

年
四
月
一
日
着
任
、
新
潟
大
学
へ
転
任
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専
門
職
大
学
院
等
に
お
け
る
高
度
専
門
職
業
人
養

成
教
育
推
進
プ
ロ
グ
ラ
ム
・
問
題
志
向
の
コ
ー
ス

ワ
ー
ク
設
計
に
よ
る
人
材
育
成
｜
実
践
と
研
究
の

一
体
化
に
よ
る
特
別
支
援
学
校
教
員
対
象
の
大
学

院
プ
ロ
グ
ラ
ム
｜

代
表

永
松
裕
希
（
教
育
科
学
講
座
）

信
州
大
学
教
育
学
部
は
、
平
成
十
九
年
度
文
部
科
学
省
の

「
専
門
職
大
学
院
等
に
お
け
る
高
度
専
門
職
業
人
養
成
教
育

推
進
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に
応
募
し
、
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
文
部
科
学
省
が
大
学
改
革
の
取
り
組
み

を
推
進
す
る
た
め
に
競
争
的
環
境
の
も
と
で
特
色
あ
る
優
れ

た
取
り
組
み
を
選
定
・
支
援
す
る
「
大
学
教
育
改
革
支
援
プ

ロ
グ
ラ
ム
」
の
一
貫
と
し
て
設
け
ら
れ
た
も
の
で
す
。
本
学

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
テ
ー
マ
は
、「
問
題
志
向
の
コ
ー
ス
ワ

ー
ク
設
計
に
よ
る
人
材
育
成
｜
実
践
と
研
究
の
一
体
化
に
よ

る
特
別
支
援
学
校
教
員
対
象
の
大
学
院
プ
ロ
グ
ラ
ム
｜
」
で

あ
り
、
平
成
十
九
年
度
・
二
〇
年
度
の
二
年
間
で
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
進
め
つ
つ
、
新
し
い
体
制
を
構
築
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。本

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
対
象
と
す
る
特
別
支
援
学
校
の
現
場

が
抱
え
る
課
題
は
、
以
下
の
二
点
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
第
一
に
、
特
別
支
援
学
校
に
在
籍
す
る
児
童
生
徒
に

は
、
障
害
自
体
へ
の
対
応
の
困
難
さ
だ
け
で
な
く
、
心
理
適

応
の
問
題
や
重
複
障
害
に
伴
う
医
療
的
ケ
ア
の
問
題
等
が
重

層
的
に
存
在
し
て
い
る
た
め
、
特
別
支
援
学
校
教
員
の
日
々

の
実
践
を
め
ぐ
る
問
題
状
況
は
よ
り
複
雑
に
な
っ
て
い
ま

す
。
第
二
に
、
特
別
支
援
学
校
教
員
に
は
、
児
童
生
徒
へ
の

教
育
に
加
え
、
保
護
者
と
の
協
働
、
教
師
間
の
チ
ー
ム
支

援
、
福
祉
・
労
働
領
域
と
の
連
携
、
特
別
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
と
し
て
の
役
割
と
い
っ
た
広
範
囲
な
専
門
性
が
要
求
さ

れ
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
の
教
員
の
専
門
性
で
は
対
応
で
き
な

い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
課
題
の
解
決
に
は
、
特
別
支
援
学
校
教
員
が
学

校
現
場
の
抱
え
る
多
様
で
広
範
な
問
題
に
応
え
う
る
専
門
性

を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
不
可
欠
に
な
り
ま
す
が
、
従
来
の
大

学
院
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
こ
う
し
た
教
育
現
場
の
課
題
に
対

応
で
き
る
も
の
に
は
な
っ
て
い
な
い
状
況
と
言
え
ま
す
。
加

え
て
、
県
か
ら
の
派
遣
教
員
の
枠
は
少
な
く
、
現
職
教
員
が

大
学
院
で
学
ぶ
機
会
は
き
わ
め
て
限
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
う

し
た
現
状
を
踏
ま
え
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
現
職
教
員

が
、
ア
ク
セ
ス
可
能
と
な
る
よ
う
な
授
業
形
態
を
提
供
す
る

こ
と
と
、
従
来
の
障
害
児
の
教
育
、
心
理
病
理
の
枠
組
み
を

超
え
た
新
た
な
問
題
志
向
型
の
大
学
院
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
提

供
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

①
学
校
現
場
と
大
学
院
教
育
の
ア
ク
セ
ス
の
拡
大

遠
隔
地
域
の
特
別
支
援
学
校
教
員
が
、
現
職
の
ま
ま
大
学

院
レ
ベ
ル
の
教
育
研
究
を
履
修
で
き
る
た
め
に
、
遠
隔
授
業

シ
ス
テ
ム
を
県
下
の
特
別
支
援
学
校
と
教
育
学
研
究
科
と
の

間
に
導
入
し
ま
し
た
。
各
特
別
支
援
学
校
の
協
力
を
い
た
だ

き
な
が
ら
、
平
成
二
〇
年
度
は
三
科
目
の
授
業
が
遠
隔
授
業

シ
ス
テ
ム
で
特
別
支
援
学
校
へ
提
供
さ
れ
ま
す
。

特
別
支
援
学
校
教
員
が
現
職
の
ま
ま
大
学
院
授
業
を
受
講

で
き
る
よ
う
に
、
教
育
学
研
究
科
の
授
業
科
目
を
夜
間
お
よ

び
に
土
・
日
、
休
業
期
間
中
に
開
講
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ

り
、
ご
く
限
ら
れ
て
い
た
働
き
な
が
ら
大
学
院
で
学
ぶ
機
会

が
大
き
く
開
か
れ
、
現
職
教
員
が
高
度
な
専
門
教
育
を
受
け

る
機
会
が
拡
充
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
遠
隔
授
業
と
夜
間
開
講
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ

り
、
特
別
支
援
学
校
が
広
域
に
点
在
す
る
長
野
県
に
お
い

て
、
大
学
院
教
育
は
大
学
の
キ
ャ
ン
パ
ス
か
ら
広
く
学
校
現

場
へ
開
放
さ
れ
、
学
校
現
場
の
実
践
と
大
学
院
で
の
研
究
の

一
体
化
が
可
能
に
な
っ
た
と
言
え
ま
す
。

②
学
校
現
場
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
授
業
科
目
群
と
ケ
ー

ス
・
メ
ソ
ッ
ド
、
Ｐ
Ｂ
Ｌ
教
育
の
導
入

多
様
で
複
合
的
な
学
校
現
場
で
の
問
題
に
応
え
う
る
大
学

院
授
業
と
し
て
、
心
理
教
育
科
目
群
（
保
護
者
及
び
関
係
機

関
連
携
に
必
須
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
、
コ

ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
に
関
す
る
科
目
群
）、
福
祉
・
労
働
・

医
療
関
係
科
目
群
（
障
害
児
の
療
育
的
対
応
に
関
す
る
関
連

科
目
群
）、
海
外
の
最
新
の
知
見
に
基
づ
く
最
先
端
教
育
研

究
科
目
（
特
に
自
閉
症
研
究
及
び
デ
ィ
ス
レ
ク
シ
ア
研
究
に

関
す
る
科
目
群
）
の
開
設
を
進
め
て
い
ま
す
。

ま
た
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
的
知
識
や
技
術
を
学
校
現
場
の
問

題
解
決
に
対
応
で
き
る
よ
う
ケ
ー
ス
・
メ
ソ
ッ
ド
や
Ｐ
Ｂ
Ｌ

教
育
と
導
入
す
る
こ
と
で
、
各
特
別
支
援
学
校
で
の
実
践
を

活
用
し
て
、
臨
床
的
・
問
題
志
向
型
の
大
学
院
プ
ロ
グ
ラ
ム

が
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。

以
上
の
取
組
に
よ
り
、
特
別
支
援
学
校
教
員
が
、
現
職
に

就
い
た
ま
ま
科
目
等
履
修
生
と
し
て
大
学
院
の
コ
ー
ス
ワ
ー

ク
を
受
講
し
、
高
度
な
専
門
性
と
問
題
解
決
能
力
を
身
に
つ

け
、
特
別
支
援
学
校
教
諭
専
修
免
許
状
の
取
得
す
る
こ
と
が

可
能
と
な
り
ま
し
た
、
開
講
に
あ
た
っ
て
は
多
く
の
方
か
ら

参
加
の
問
い
合
わ
せ
を
い
た
だ
き
、
平
成
二
〇
年
四
月
現

在
、
十

名
の
受
講
者
で
授
業
が
ス
タ
ー
ト
し
て
お
り
ま

す
。

学
部
の
近
況
か
ら
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新
し
い
学
生
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
推
進

学
生
支
援
Ｇ
Ｐ
発
達
障
害
支
援
部
門
長

高
橋
知
音
（
教
育
科
学
講
座
）

平
成
十
九
年
秋
、
文
部
科
学
省
の
「
新
た
な
社
会
的
ニ
ー

ズ
に
対
応
し
た
学
生
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
学
生
支
援
Ｇ
Ｐ
）」

に
教
育
学
部
と
農
学
部
が
中
心
と
な
っ
て
企
画
し
た
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
が
採
択
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
「
個
性
の
自
立
を

補
い

高
め
る

学
生
支
援
｜
発
達
障
害
に
も
対
応
で

き
る
人
間
力
向
上
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
｜
」
と
い
う
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
で
、
一
言
で
言
え
ば
学
生
の
人
間
力
を
高
め
る
総
合
的

な
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。
特
別
支
援
教
育
の
考
え
方
を
大
学
で

の
学
生
支
援
に
応
用
し
よ
う
し
よ
う
と
い
う
教
育
学
部
の
提

案
と
、
農
林
業
実
習
と
い
っ
た
フ
ィ
ー
ル
ド
体
験
を
通
し

て
、
社
会
で
生
き
て
い
く
さ
ま
ざ
ま
な
ス
キ
ル
を
高
め
よ
う

と
い
う
農
学
部
の
提
案
を
統
合
し
た
も
の
で
す
。

少
子
化
に
よ
る
大
学
全
入
時
代
を
迎
え
、
本
来
大
学
生
だ

っ
た
ら
ふ
つ
う
に
持
っ
て
い
る
は
ず
の
学
力
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
力
、
自
己
管
理
能
力
な
ど
が
不
足
し
て
い
る
学
生

が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。
近
年
、
中
央
教
育
審
議
会
も
大
学

を
卒
業
す
る
学
生
の
質
を
保
証
す
る
と
い
う
意
味
で
、
卒
業

段
階
で
身
に
つ
け
る
べ
き
「
学
士
力
」
と
い
う
概
念
を
提
案

し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
中
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
や

自
己
管
理
能
力
が
不
足
し
て
い
る
学
生
に
は
そ
れ
を
身
に
つ

け
る
機
会
を
提
供
し
（「
補
う
」
支
援
）、
ま
た
す
で
に
十
分

な
力
を
持
ち
、
意
欲
の
高
い
学
生
に
は
さ
ら
に
そ
れ
を
高
め

る
よ
う
な
機
会
を
提
供
し
て
い
こ
う
（「
高
め
る
」
支
援
）

と
い
う
の
が
、
今
回
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
趣
旨
で
す
。

具
体
的
に
は
、
ス
キ
ル
を
高
め
る
た
め
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
を
開
催
し
た
り
、
農
林
業
実
習
に
よ
る
フ
ィ
ー
ル
ド
体
験

の
機
会
を
提
供
し
た
り
し
ま
す
。
ま
た
、
特
に
ス
キ
ル
不
足

が
深
刻
で
支
援
ニ
ー
ズ
の
高
い
学
生
に
は
個
別
支
援
も
行
い

ま
す
。
こ
れ
ら
の
支
援
体
制
を
整
え
る
こ
と
で
、
発
達
障
害

の
あ
る
学
生
も
大
学
で
学
ん
で
い
く
た
め
に
必
要
な
支
援
が

受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

こ
う
し
た
支
援
を
展
開
し
て
い
く
に
あ
た
り
、
新
た
に
三

名
の
学
生
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
（
助
教
）
が
採
用
さ

れ
、
平
成
二
〇
年
四
月
に
松
本
キ
ャ
ン
パ
ス
、
長
野
キ
ャ
ン

パ
ス
（
教
育
学
部
）、
南
箕
輪
キ
ャ
ン
パ
ス
に
配
属
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
う
ち
、
松
本
キ
ャ
ン
パ
ス
と
長
野
キ
ャ
ン
パ
ス

に
赴
任
し
た
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
臨
床
心
理
士
の
資
格
を

持
ち
、
学
生
の
支
援
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
支
援
ニ
ー
ズ
の
あ

る
学
生
に
つ
い
て
の
情
報
収
集
を
行
い
、
必
要
な
支
援
が
受

け
ら
れ
る
よ
う
に
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
業
務
を
行
い
ま

す
。
困
難
の
大
き
い
学
生
の
支
援
に
お
い
て
は
、
関
係
教
職

員
に
協
力
を
依
頼
し
た
り
、
学
生
の
家
族
に
連
絡
を
取
っ
た

り
と
、
従
来
の
相
談
室
で
の
対
応
を
超
え
た
関
わ
り
が
必
要

に
な
り
ま
す
。
専
任
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
置
く
こ
と

で
、
こ
れ
ら
が
円
滑
に
進
む
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
個
別
支
援
に
加
え
、
ス
キ
ル
を
高
め
る
た
め
の
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
教
職
員
の
学
生
支
援
へ
の
意
識
や
ス
キ
ル

を
高
め
る
た
め
の
研
修
会
の
企
画
も
行
い
ま
す
。

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
赴
任
に
伴
い
、
教
育
学
部
で
は
近

年
営
業
し
て
い
な
か
っ
た
泉
会
館
二
階
の
喫
茶
「
詩
織
」
の

ス
ペ
ー
ス
を
改
装
し
、
学
生
自
習
室
と
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

控
え
室
を
作
り
ま
し
た
。
図
書
館
の
学
習
ス
ペ
ー
ス
も
限
ら

れ
て
い
る
教
育
学
部
に
お
い
て
、
エ
ア
コ
ン
も
備
え
付
け
ら

れ
た
快
適
な
学
習
室
が
で
き
あ
が
り
ま
し
た
。
こ
の
部
屋
は

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
実
施
に
も
利
用
さ
れ
ま
す
（
写
真
）。

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
平
成
二
〇
年
五
月
ま
で
に
二
回
実
施

さ
れ
ま
し
た
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
テ

ー
マ
に
、
心
理
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
発
達
研
究
所
の
水
谷

紀
子
先
生
、
佐
藤
綾
子
先
生
に
多
く
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を

含
む
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
展
開
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
参
加
し

た
学
生
達
か
ら
は
「
言
葉
の
使
い
方
に
つ
い
て
学
べ
て
と
て

も
参
考
に
な
っ
た
。
肯
定
的
な
言
葉
の
大
切
さ
、
気
持
ち
よ

さ
を
知
っ
た
」「
言
葉
を
工
夫
す
る
努
力
を
し
て
い
く
こ
と

で
、
教
師
に
な
っ
た
と
き
授
業
や
学
校
生
活
に
生
か
し
て
い

け
る
と
思
う
」
と
い
っ
た
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。
こ
う
い
っ

た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
平
成
二
〇
年
度
は
教
育
学
部
で
六

回
、
松
本
キ
ャ
ン
パ
ス
で
一
回
実
施
し
、
平
成
二
一
年
度
に

は
松
本
キ
ャ
ン
パ
ス
で
も
本
格
実
施
し
て
い
く
予
定
で
す
。

今
回
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通
し
て
期
待
さ
れ
る
効
果
と
し

て
、
発
達
障
害
や
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
問
題
な
ど
、
大
学
生

活
に
適
応
し
て
い
く
こ
と
が
困
難
な
学
生
達
が
無
事
に
卒
業

し
、
自
分
の
力
を
発
揮
で
き
る
よ
う
な
道
に
進
ん
で
い
け
る

よ
う
に
な
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
特
別
な
支
援

ニ
ー
ズ
の
な
い
学
生
達
も
、
さ
ら
に
社
会
人
と
し
て
の
力
を

伸
ば
し
て
い
け
る
機
会
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

今
回
採
択
さ
れ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
平
成
二
二
年
度
ま
で

継
続
す
る
予
定
で
す
が
、
そ
の
期
間
が
終
了
し
て
も
学
生
支

援
の
質
を
落
と
す
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
中
で
効
果
が
あ
っ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
中
心
に
、
学
生
支
援

の
取
り
組
み
が
さ
ら
に
発
展
し
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。
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教
育
学
部
同
窓
会
・
研
究
補
助
事
業
に
つ
い
て

本
号
で
も
、
平
成
十
五
年
度
よ
り
実
施
し
て
お
り
ま
す
同

窓
会
研
究
補
助
事
業
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

本
事
業
の
主
旨
は
、
①
日
々
の
教
育
研
究
、
教
育
実
践
を

大
切
に
し
、
自
ら
の
授
業
改
善
に
努
め
る
こ
と
、
②
専
門
職

と
し
て
の
教
師
自
ら
の
教
育
研
究
・
教
育
実
践
を
磨
く
こ

と
、
③
教
育
の
振
興
・
改
善
に
つ
い
て
の
情
報
を
共
有
し
て

い
く
こ
と
に
置
か
れ
て
い
ま
す
。
対
象
者
は
教
育
学
部
同
窓

会
員
（
同
窓
会
費
納
入
者
）
で
、
応
募
者
一
律
に
一
万
円
を

補
助
し
て
い
ま
す
。

応
募
希
望
者
は
所
定
の
様
式
（「
研
究
補
助
願
及
び
研
究

概
要
」）
に
し
た
が
っ
て
、
同
窓
会
事
務
局
（
〒
三

〇
｜

五
四
四

長
野
市
西
長
野
六
｜
ロ
）
に
お
申
し
込
み
下
さ

い
。
当
該
年
度
の
十
一
月
末
日
を
応
募
締
め
切
り
と
し
て
い

ま
す
。
応
募
規
定
な
ど
の
詳
細
な
内
容
は
、
同
窓
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
な
お
、
お
申
し
込
み
の
際
に
は

必
ず
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
（
研
究
補
助
は
十

名
ま
で
と
な
っ
て
お
り
、
受
付
可
能
か
ど
う
か
の
確
認
の
た

め
で
す
）。

平
成
十
九
年
度
助
成
交
付
の
研
究
テ
ー
マ

①
赤
羽
俊
子
（
長
野
市
立
大
豆
島
小
学
校
）

「
友
だ
ち
と
考
え
を
伝
え
合
う
学
習
課
題
の
設
定
と
場
の
工

夫
」

②
依
田
裕
巳
（
木
曽
町
立
上
田
小
学
校
）

「
思
考
力
を
高
め
る
国
語
学
習
の
あ
り
方
」

③
関
谷
加
代
子
（
木
島
平
村
立
木
島
平
中
学
校
）

「
活
用
力
と
社
会
性
を
は
ぐ
く
む
学
び
」

④
小
坂
寿
樹
（
塩
尻
市
立
楢
川
中
学
校
）

「
中
学
校
社
会
科
学
習
で
の
資
料
提
示
の
工
夫
｜
パ
ソ
コ
ン

と
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
の
効
果
的
活
用
」

⑤
友
野
裕
一
（
坂
城
町
立
坂
城
中
学
校
）

「
本
物
に
触
れ
る
こ
と
に
よ
る
確
か
な
学
力
の
定
着
を
目
指

し
て
」

⑥
岡
村
富
博
（
長
野
市
立
櫻
ケ
岡
中
学
校
）

「
標
準
学
力
検
査
の
分
析
を
活
か
し
た
理
科
学
習
に
お
け
る

授
業
改
善
」

⑦
黒
岩
勝
廣
（
山
ノ
内
町
立
南
小
学
校
）

「
地
域
素
材
を
教
材
化
す
る
た
め
の
方
策
に
つ
い
て
」

⑧
宮
澤
昌
道
（
長
野
市
立
松
ケ
丘
小
学
校
）

「
地
域
及
び
民
間
活
力
と
連
携
し
た
、
学
校
の
裏
山
の
再
生

と
活
用
の
あ
り
方
」

以
上
が
、
平
成
十
九
年
度
に
お
け
る
補
助
金
交
付
者
及
び

研
究
テ
ー
マ
に
関
す
る
一
覧
で
す
。
こ
れ
ら
を
大
い
に
参
考

に
し
て
い
た
だ
き
、
積
極
的
に
応
募
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

助
成
に
よ
る
実
践
研
究

塩
尻
市
立
楢
川
中
学
校
教
諭
（
第
三
十

回
生
）

小

坂

寿

樹

信
州
大
学
で
は
、
社
会
科
で
中
学
校
教
員
養
成
課
程
に
所

属
し
て
い
た
の
で
す
が
、
新
規
採
用
か
ら
小
学
校
で
十
六
年

間
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
中
学
校
に
お
世
話
に
な
っ
て
二

年
目
に
な
り
ま
す
。
新
卒
の
先
生
方
と
同
じ
気
持
ち
で
授
業

研
究
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

本
校
社
会
科
で
は
、「
社
会
事
象
の
要
因
や
背
景
に
関
心

を
持
ち
、
そ
の
中
で
生
き
る
人
々
の
営
み
に
共
感
し
な
が

ら
、
自
ら
の
生
活
体
験
と
も
関
わ
ら
せ
て
追
究
し
、
豊
か
な

社
会
認
識
・
問
題
解
決
の
思
考
力
を
身
に
つ
け
て
い
く
」
生

徒
の
姿
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。
昨
年
度
は
、
基
礎
研
究
と
し

て
効
果
的
な
資
料
提
示
の
工
夫
に
焦
点
を
当
て
、
資
料
提
示

に
パ
ソ
コ
ン
と
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
を
活
用
し
た
い
と
考
え
ま

し
た
。
問
題
や
課
題
を
把
握
す
る
段
階
で
の
資
料
・
生
徒
の

思
考
を
揺
さ
ぶ
る
資
料
・
解
決
の
支
援
と
な
る
資
料
等
、

様
々
な
資
料
の
提
示
場
面
に
お
い
て
、
見
や
す
く
わ
か
り
や

す
い
提
示
方
法
や
、
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
簡
単
に
活
用
で
き

る
機
器
の
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
の
工
夫
に
つ
い
て
研
究
を
積
み
重

ね
て
い
ま
す
。

研
究
補
助
を
利
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー

と
台
車
を
組
み
合
わ
せ
た
装
置
を
つ
く
り
ま
し
た
。
社
会
科

で
は
各
教
室
へ
移
動
さ
せ
て
利
用
し
て
い
ま
す
。
配
布
さ
れ

た
資
料
を
見
て
い
る
だ
け
で
は
、
ど
こ
を
見
た
ら
い
い
の
か

分
か
り
に
く
い
生
徒
に
、
資
料
を
大
き
く
映
し
出
す
こ
と

で
、
見
て
ほ
し
い
ポ
イ
ン
ト
を
明
確
に
指
摘
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
ま
た
、
ビ
デ
オ
資
料
等
に
よ
っ
て
、
基
本
的
な

流
れ
を
確
認
し
な
が
ら
授
業
を
す
る
こ
と
も
簡
単
に
で
き
る

よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
活
動
を
継
続
す
る

こ
と
で
、
基
礎
基
本
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
生
徒
の
資
料
活

用
能
力
を
育
み
、
探
求
的
な
学
習
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

同

窓

会

情

報
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就

職

状

況

就
職
部
長

川
島
一
夫

本
教
育
学
部
に
お
い
て
、
昨
年
度
か
ら
就
職
部
会
は
独
立

し
た
組
織
と
な
り
ま
し
た
。

今
年
三
月
の
学
部
卒
業
生
お
よ
び
教
育
学
研
究
科
修
了
生

の
進
路
状
況
を
下
の
表
に
示
し
ま
し
た
。
学
部
卒
業
生
二

四
名
の
う
ち
、
教
員
就
職
者
が
一
六
四
名
、
教
員
以
外
就
職

者
六
二
名
、
進
学
者
二
九
名
で
し
た
。
そ
の
内
、
非
教
員
養
成

系
を
除
い
た
教
員
養
成
課
程
卒
業
生
二
三

名
の
教
員
就
職

率
は
六
二
・
六
％
で
、
昨
年
と
ほ
ぼ
同
様
に
な
っ
て
い
ま
す
。

長
野
県
の
教
員
就
職
状
況
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
〇
年
度

の
小
中
学
校
（
特
別
支
援
学
校
を
含
む
）
正
規
採
用
数
は
一

六
七
名
で
あ
り
、
平
成
二
一
年
度
の
予
想
正
規
教
員
採
用
数

も
一

人
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
、
信
州
大
学

教
育
学
部
見
る
と
、
小
中
学
校
（
特
別
支
援
学
校
を
含
む
）

採
用
試
験
を
受
け
た
卒
業
予
定
者
一
五
〇
人
の
う
ち
、
第
一

次
合
格
者
が
五
六
人
（
三
七
・
一
％
）、
最
終
の
二
次
合
格

者
が
三
〇
人
（
一
九
・
九
％
）
と
大
変
に
厳
し
い
状
況
で

す
。
こ
れ
は
、
全
国
的
な
傾
向
で
、
本
学
部
の
教
員
養
成
課

程
の
卒
業
生
二
二

人
の
う
ち
県
外
も
含
め
て
教
員
に
採
用

さ
れ
た
も
の
は
三
〇
・
五
％
の
七
二
人
で
あ
り
、
臨
時
採
用

分
を
含
め
て
も
六
四
・

％
の
一
五
二
人
で
全
国
の
教
員
養

成
学
部
の
中
で
七
位
で
し
た
。

長
野
県
の
教
員
採
用
数
の
低
下
の
主
な
原
因
は
教
員
退
職

者
数
の
減
少
だ
け
で
な
く
、
長
期
に
わ
た
る
経
済
状
況
の
問

題
も
含
ま
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。
一
方
、
東
京
、
大
阪
、
名

古
屋
な
ど
の
大
都
市
で
は
、
団
塊
の
世
代
が
退
職
に
な
り
、

教
員
採
用
数
が
大
幅
に
増
加
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
就

職
部
会
で
は
長
野
県
の
教
員
採
用
の
み
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
出

身
県
な
ど
複
数
の
教
員
採
用
試
験
を
受
け
る
よ
う
に
学
生
を

指
導
し
て
い
ま
す
。
卒
業
生
の
皆
様
の
一
層
の
ご
支
援
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

平成19年度卒業生・修了生 進路状況

就職・進学別

学部（学習分
野）・大学院別

就 職 者
教 員

県 内
小

学

校

中

学

校

高
等
学
校

特
別
支
援
学

幼

稚

園

そ

の

他

小

計

県 外
小

学

校

中

学

校

高
等
学
校

特
別
支
援
学

幼

稚

園

そ

の

他

小

計

計

教員外

公務員

一
般

心
理

会

社

員

病

院

ス
ポ
ー
ツ
施
設

福

祉

施

設

そ

の

他

小

計

進 学 者
大学院

研
究
科

本
学
教
育
学

他

大

学

研
究
聴
講
履
修
生

専

門

学

校

そ

の

他

小

計

そ の 他
現

職

教

員

家

事

臨

採

待

ち

未

定

合

計

備考

臨床学校 男 2⑴ 2⑴ 2 2 4⑴ 1 5
教 育 学 女 3⑵ 1⑴ 4⑶ 2 2 6⑶ 1 4 5 1 1 1 13
総合・生 男 1 1 1 1
活科教育 女 1⑴ 1⑴ 1⑴ 1 2
国語教育 男 1 1 1 1 2 1 1 1 1 4

女 5⑴ 2⑴ 7⑵ 2⑴ 2⑴ 9⑶ 2 2 1 1 2 1 14
社 会 科 男 3⑵ 3⑵ 3⑵ 3⑵ 6⑷ 2 2 1 9
教育 女 6⑸ 6⑸ 1 1 7⑸ 2 2 4 11
数学教育 男 3⑶ 5⑸ 1 9⑻ 1⑴ 2⑵ 3⑶ 12 1 1 2 1 16

女 5⑸ 3⑵ 8⑺ 5⑴ 2⑴ 7⑵ 15⑼ 1 1 16
理科教育 男 2⑴ 1⑴ 3⑵ 2⑴ 1 3⑴ 6⑶ 3 3 1 1 2 12

女 1⑴ 2 3⑴ 2⑴ 1⑴ 3⑵ 6⑶ 2 2 1 1 10

学

校

教

育

教

員

養

成

課

程

音楽教育 男
女 10⑶ 1⑴ 11⑷ 2 2 13⑷ 2 2 2 2 17

教

員

養

成

課

程

美術教育 男 1⑴ 1⑴ 1⑴ 1 2
女 1⑴ 1⑴ 1⑴ 1⑴ 2⑵ 1 4 5 5 1 1 7 1 1 16

保健体育 男 3⑶ 3⑵ 6⑸ 1⑴ 1⑴ 2⑵ 8⑺ 1 1 2 11
科教育 女 1 1 1 2
情報・技 男 2⑵ 4⑶ 6⑸ 6⑸ 1 1 7
術教育 女 1 1 1 1 1 3

学

部

ライフプラン 男 1⑴ 1⑴ 1⑴ 1 1 2
ニング教育 女 6⑸ 2⑵ 8⑺ 1 1 9⑺ 5 5 1 1 1 16
英語教育 男 1⑴ 1⑴ 2⑵ 1⑴ 1⑴ 3⑶ 1 1 1 1 2 6

女 3⑴ 3⑴ 3⑴ 1 1 1 1 1 1 7
国際理解 男 3⑵ 3⑵ 1⑴ 1⑴ 4⑶ 4
教育 女 1⑴ 1⑴ 1⑴ 2 2 3
環境教育 男 1⑴ 1⑴ 1 3⑵ 3⑶ 1 1⑴ 5⑷ 8⑹ 8

女 1⑴ 1⑴ 1⑴ 1
コンピュー 男
タ利用教育 女

養 護 学 校 男 1⑴ 2⑵ 1⑴ 1⑴ 5⑸ 2 2 7⑸ 2 2 9
教 員 養 成 女 2⑵ 3⑵ 5⑷ 1 1 2 7⑷ 2 2 1 1 11

男 21##21## 3⑴ 1⑴ 46 12⑹ 7⑷ 3⑶ 1⑴ 23 69 1 9 10 5 2 7 1 5 4 96教員養成

課 程 計
女 40##14## 3⑵ 1⑴ 58 18⑸ 3⑵ 1 22⑺ 80 4 28 32 10 4 2 16 4 5 5142
計 61##35## 3⑴ 4⑶ 1⑴ 104 30##10⑹ 3⑶ 1 1⑴ 45 149 5 37 42 15 4 2 2 23 510 9238

地域スポ 男 2⑵ 1⑴ 3⑶ 1 1 4⑶ 1 4 1 6 1 1 2 13
ーツ 女 1⑴ 1⑴ 3⑵ 1⑴ 4⑶ 5⑷ 2 2 2 2 9生涯ス

ポーツ
課程 野外教育 男 1⑴ 1⑴ 1⑴ 1 1 2

女 2 1 3 1 1 1 6
教育カウンセ 男 1⑴ 1⑴ 1⑴ 1 3 1 5 1 1 1 8
リング課程 女 1 1 1 1 2 3 3 1 4 1 8

男 3⑶ 1⑴ 4⑷ 1⑴ 1 2⑴ 6⑸ 2 3 4 1 111 3 3 3 23
非教員養成系計 女 1 1⑴ 2⑴ 5⑵ 1⑴ 1 7⑶ 9⑷ 2 3 4 9 1 2 3 1 1 23

計 4⑶ 2⑵ 6⑸ 5⑵ 2⑵ 1 1 9⑷ 15⑼ 4 6 8 1 120 4 2 6 1 4 46
男 24##22## 3⑴ 1⑴ 50 12⑹ 8⑸ 3⑶ 1 1 25 75 3 313 1 121 8 2 10 1 5 7119

学 部 計 女 41##15## 3⑵ 1⑴ 60 23⑺ 4⑶ 1 1 29 89 6 332 41 11 4 2 2 19 4 6 6165
計 65##37## 3⑴ 4⑶ 1⑴ 110 35##12⑻ 3⑶ 2 1 1⑴ 54 164## 9 645 1 162 19 4 2 4 29 51113284
男 2⑴ 1⑴ 1⑴ 3⑵ 7⑸ 3 1 2 6 13⑸ 2 2 4 1 1 3 5 26①

教育学研究科 女 1⑴ 3⑶ 1⑴ 5⑸ 5⑵ 2 2 9⑵ 14⑺ 2 5 2 9 1 1 2 26②
計 3⑵ 4⑷ 1⑴ 1⑴ 3⑵ 12 5⑵ 5 1 4 15⑵ 27 2 7 2 2 13 1 1 2 5 5 52③
男 26##23## 4⑵ 1⑴ 3⑵ 57 12⑹ 11⑸ 4⑶ 1 3⑴ 31 88 3 315 3 125 8 1 2 11 3 1 512145①

合 計 女 42##18## 4⑶ 1⑴ 65 28⑼ 6⑶ 1 1 2 38 103 8 337 2 50 11 4 3 2 20 2 4 6 6191②
計 68##41## 4⑵ 5⑷ 4⑶ 122 40##17⑻ 4⑶ 2 1 5⑴ 69 191##11 652 2 3 175 19 5 3 4 31 5 51118336③

（注）（ ）は臨採で内数、〇は外国人留学生で内数 就 職 率（学部）（進学者を除く） 88.63％
教員就職率（学部）（進学者を除く） 64.31％
教員養成課程卒業者に対する教員就職率 63.45％

平成20年７月９日第22号( )7 信州大学教育学部同窓会報



記
念
講
演
（
一
般
公
開
）

今
日
求
め
ら
れ
る

教
師
の
専
門
的
力
量

〜
教
員
免
許
の
更
新
制
度
と

更
新
講
習
を
手
が
か
り
に
〜

信
州
大
学
教
育
学
部
准
教
授

武

者

一

弘

氏

こ
こ
数
年
、
教
員
養
成
や
教
員
免
許
制
度
に
関
し
て
は
、

か
つ
て
な
い
ほ
ど
大
き
な
改
革
が
続
い
て
い
ま
す
。
直
接
の

き
っ
か
け
は
、
二
〇
〇
六
年
七
月
の
中
央
教
育
審
議
会
答
申

「
今
後
の
教
員
養
成
・
免
許
制
度
の
在
り
方
に
つ
い
て
」

が
、
教
職
大
学
院
の
創
設
と
教
員
免
許
更
新
制
の
導
入
を
提

言
し
た
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
こ
の
う
ち
教
員
免
許
更
新
制

は
、
教
員
免
許
状
の
有
効
期
限
を
十
年
に
区
切
り
、
期
限
に

至
る
ご
と
に
更
新
講
習
を
受
講
し
三
十
単
位
分
を
修
得
し

て
、
免
許
状
の
所
有
者
個
人
の
責
任
で
更
新
手
続
き
を
と
る

と
い
う
も
の
で
す
。
今
後
免
許
を
取
得
す
る
学
生
は
も
ち
ろ

ん
、
既
に
免
許
を
有
し
、
現
に
教
職
に
あ
る
方
も
対
象
と
な

り
ま
す
。

教
員
免
許
更
新
制
は
昨
年
六
月
に
教
育
職
員
免
許
法
の
改

正
に
よ
り
、
来
年
度
か
ら
本
格
実
施
さ
れ
る
こ
と
が
決
定
し

ま
し
た
。
本
格
実
施
に
備
え
、
信
大
で
は
今
年
四
月
一
日
に

文
部
科
学
省
の
委
託
を
う
け
、「
試
行
講
習
」
を
県
教
委
と
連

携
し
て
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
（
委
託
期
間
は
九
月

ま
で
）。
な
お
信
大
の
試
行
講
習
は
、
文
部
科
学
省
の
審
査

を
パ
ス
し
四
月
末
日
付
で
「
予
備
講
習
」
に
指
定
さ
れ
た
こ

と
か
ら
、
試
行
講
習
で
の
修
得
単
位
数
分
が
本
人
の
申
請
に

よ
り
、
来
年
度
の
本
格
実
施
時
に
受
講
免
除
に
な
り
ま
す
。

更
新
講
習
の
受
講
は
、
確
か
に
最
先
端
の
知
識
や
技
能
を

得
る
貴
重
な
機
会
と
な
り
得
ま
す
が
、
そ
れ
ら
の
獲
得
は
そ

の
ま
ま
で
は
個
々
人
の
所
有
物
に
と
ど
ま
り
か
ね
ま
せ
ん
。

今
回
は
①
教
員
免
許
更
新
制
と
信
大
の
試
行
講
習
の
あ
ら
ま

し
、
②
教
員
免
許
更
新
制
に
み
る
教
師
の
専
門
的
な
力
量
形

成
・
教
師
の
育
ち
の
特
徴
と
課
題
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
す
。

経

歴

一
九
六

年

小
県
郡
東
部
町
（
現
東
御
市
）
に
生
ま
れ

る
。

一
九
九
九
年

名
古
屋
大
学
大
学
院
博
士
課
程
単
位
取
得

退
学

一
九
九
九
年
〜
〇
四
年

名
城
大
学
教
職
課
程
部
講
師
・

助
教
授

二
〇
〇
四
年
〜
現
在

信
州
大
学
教
育
学
部
助
教
授
・
准

教
授

専
門
は
、
学
校
経
営
学
・
教
育
行
政
学
。

信
大
教
員
免
許
更
新
支
援
セ
ン
タ
ー
委

員
、
教
育
学
部
臨
床
教
育
推
進
室
教
育
実

習
部
門
長
、
長
野
県
教
科
用
図
書
選
定
審

議
会
会
長
ほ
か
。

事

務

局

便

り

〇
研
究
補
助
受
付
中

研
究
補
助
申
請
を
四
月
よ
り
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。
詳

細
は
同
窓
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

〇
住
所
変
更
を
お
忘
れ
な
く

転
居
の
際
に
は
住
所
変
更
の
届

を
事
務
局
宛
て
に
お
願
い
致
し
ま

す
。
メ
ー
ル
で
も
結
構
で
す
。

〇
会
費
の
二
重
払
い
に
つ
い
て

同
窓
会
費
の
二
重
払
い
に
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。
同
窓
会
費
は
終

身
会
費
で
す
。
会
報
が
夏
の
総
会

前
（
七
月
）
に
お
手
元
に
届
い
た

方
は
納
入
済
み
で
す
。
二
重
払
い

の
場
合
に
は
お
返
し
し
ま
す
が
、

振
込
手
数
料
等
が
か
か
り
ま
す
の

で
全
額
返
金
は
で
き
ま
せ
ん
。

記
念
講
演
会
終
了
後
、「
ホ
テ
ル
信
濃
路
」
に
お
い
て
懇

親
会
（
会
費
四
、
〇
〇
〇
円
）
を
開
催
し
ま
す
。

こ
ち
ら
へ
も
多
数
ご
参
加
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
ご
案
内
申

し
上
げ
ま
す
。
申
し
込
み
は
同
封
の
葉
書
で
事
務
局
ま
で
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

信
州
大
学
教
育

学
部
同
窓
会

第

二
十
一

回

通

常

総

会
（
通
知
）

日 時

平成20年８月11日（月）

午前10時より

会 場

長野市岡田町「ホテル信濃路」

次 第

１．開会宣言

２．会長挨拶

３．議長団選任

４．議事録署名人の選任並び

に書記の任命

５．議事

第一号議案 平成19年度事

業報告及び歳入・歳出決

算報告について

第二号議案 平成20年度事

業計画（案）及び歳入・

歳出予算（案）の承認に

ついて

第三号議案 役員の交代に

ついて

６．来賓紹介、代表挨拶

７．閉会宣言

記念講演会：12時より

講 師：武者一弘氏

祝賀懇親会：13時より

事務局連絡先

電 話 026-238-4370

月・水・金 ９：30～16：30

http://taaedu.shinshu-u.ac.jp
 

Email:kdousou＠shinshu-u.ac.jp
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